

























美）、「Love & Limits ：Guidance Tools for Creative Parenting（Elizabeth Crary）」からも「バウ
ンダリーズ」原理が見出された。 
・NPO法人教育政策ラボラトリ」による子育てワークショップは、子どもが適切な社会スキルを身につ
けるために大人が主導権を取るアプローチであり、「コモンセンス・ペアレンティング」の方法、「モチ
ベーションサイクル」等の手法が用いられ、「バウンダリーズ」の原則と共通する部分がある。 
「大人から何を期待されているかが自覚でき、行動の結果が承認されること、そこから意欲や自発性が
引き出される具体的な方法（スモールステップ）は効果的であると理解した」等の反応が学生からあっ
た。 
今後の課題と取り組み 
 「他律から自律に向けての効果的手段」を軸にして、保育や育児の場面に適応できる方法のモデル案
を作成・精査する。それらを用いて保育者研修を実施する。実施後のアンケートや実践場面での調査か
ら方法論の妥当性を検証したい。 
本研究の成果の発表としては、2017年に聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要、芦屋学園短期
大学学内紀要への寄稿を予定している。 
